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Abstract
 
A playcenter is a child-rearing support system for children between birth and
 
preschool age and their parents. The parents of children who attend are voluntarily
 
involved in playcenter operation to provide places where children can interact
 
through play. This child-rearing support system originated in New Zealand, and
 
playcenters are now established throughout Japan. In Hokkaido,the city of Eniwa
 
operates playcenters incorporating the support system. The author became inter-
ested in this system after visiting the Eniwa Playcenter in 2012,and in April 2014 also
 
had the chance to visit playcenters in New Zealand. The history and current status
 
of playcenters in New Zealand are reported here.
始めに
2014年３月24日、日本を立ち、ニュージーランドのクライストチャーチに向かった。ニュージーラン
ドで実践されている母子育児支援目的のプレイセンター視察を目的にした旅である。このプレイセン
ター視察ツアーの企画段階で、「クシュラの奇跡」を書かれたMrs.B.ドロシーさんとの面談のアポイン
トがとれたという嬉しいニュースが入った。従って、今回は、このプレイセンターの視察、及びMrs.B.
ドロシーさんとの面談の様子を報告する。
１ 視察に至る経過
この視察ツアーの企画は、平成24年秋、恵庭市立プレイセンターを恵庭市議の猪口夫妻に案内されて
見学したのが始まりだった。それ以前、恵庭市では母子育児支援で面白い取り組みをしている話を聞い
ていたが、その実態は全くわからなかった。
たまたま、猪口夫妻（猪口信幸：現恵庭市議、元恵庭市職員で、発達支援センターの課長など福祉畑
を歴任、猪口裕子：元ことばの教室教諭）から、恵庭のプレイセンターの話を聞いた。彼は、十数年前
に、前恵庭市長の中島興世さんと町興しのテーマを求めてニュージーランドへ視察に行った。クライス
トチャーチでは、花の溢れる街づくりやガ―ディニングコンテスト、オークランドでは母親の子育て支
援を目的にしたプレイセンターの様子に強い感銘を受けた。そして、恵庭市を花の溢れる街、子どもの
笑顔があふれる街、母子が集って遊べる場所づくりをテーマにした街づくりをしたいと考え、中島市長
とともにそのプランの実現に取り組んできたと語った。
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その話を聞いて、恵庭のプレイセンターの見学に行った。プレイセンターは恵み野の駅前にあり、外
観は、ログハウスの造りでとても洒落ていた。玄関を入ると木組みの壁で囲まれた広い空間で、二階に
上がる階段も厚い一枚板であった。二階は、大型のままごとセットやボールプールなどが置かれていた。
10時過に、母子が続々、来所してきて、てんでに母子で自由に遊び始めた。子どもの年齢構成もまちま
ちで、職員は主に場の提供をしている印象であったが、よく見ると、子どもが怪我をしないか、危険は
ないか、遊具が適切に使われているかなど、さりげなく母子の遊びに介入している様子がうかがえた。
母親間での交流や、子ども同士のやりとりなどが十分できるような気配りがなされていた。この様子を
見学して、プレイセンターに興味を抱いた。
平成25年秋、再び、プレイセンターを見学するチャンスがあった。この見学で、ここ数年、札幌市や
その周辺都市で急増しているディーサービス事業とプレイセンターは違うことに気がついた。まず、母
子で来所し、母親たちが積極的に遊びに関わってきていること、中間におやつの時間があり、おやつの
準備も母親がしていた。外国人の母子も交じっていた。たまたま、その母親と話をする機会があった。
母親は馴れない外国で育児をすることに不安を抱いていたが、このセンターでは受け入れてもらえて本
当に助けられていると話してくれた。母親に対する育児支援の受け入れ枠の広さにも驚かされた。
猪口さんから一緒に見学した川守田京子先生（元札幌市立病院分院セラピスト課長、家裁調停委員な
ど重職を歴任）とニュージーランドのプレイセンターを原型にした恵庭プレイセンター創立経緯などに
ついて再度、詳細な説明を受けた。私たちは、実際にニュージーランドで行われているプレイセンター
の視察をしたいと思った。
中島・猪口さんたちがニュージーランドでプレイセンターの視察などでお世話になり、恵庭のプレイ
センターの開設時にも指導を受けた「加奈さん一家」（加奈さんはプレイセンターの指導員）がニュージー
ランドからお正月に帰省（帰国）するという話が届いた。恵庭にも立ち寄られるということで、加奈さ
んにプレイセンターの話を直接聞きたいということになった。１月中旬加奈さん一家と恵庭でお会いし、
ニュージーランドの視察企画がまとまった。具体的な日程、視察場所なども加奈さんのアドバイスを受
けて進んでいたが、現地のかなさんから嬉しいニュースがもたらされた。オークランド在住のB.ドロ
シーさんとアポイントがとれたという話である。B.ドロシーさんは、「クシュラの奇跡」を書かれた方
で、日本でも、来日講演されたり、何冊も日本で翻訳出版されている知る人ぞ知る絵本作家である。こ
うして胸がわくわくするような視察の旅企画がまとまった。
以上が、視察に至る経過あるが、猪口さん以外はニュージーランドが始めてのメンバーであり観光も
兼ねた視察の旅にすることになり、南島・北島両方を旅するという欲張った企画になった。
２ 日程
日程は、別表の通りである。
New Zealandプレイセンター視察日程
３月24日 機中泊 ／新千歳 14：05⇒NZ4102/NH2154 共同運行⇒15：55 成田 18：25⇒NZ90⇒⇒
３月25日 Christchurch（２泊) ⇒⇒09：55 クライストチャーチ Christchurch、スーパーシャトル／Airport Shuttle
でホテルへ
午後Free
３月26日 ・フラワーガーデンツアー（個人宅）／街歩きやショッピング、
・モナ・ベイル／ハグレー公園の北西側（英国風のビクトリア風個人邸宅・庭園）
３月27日 Queenstown（２泊) クライストチャーチ 14：25⇒⇒NZ5371（エアNZ)⇒⇒15：35 クイーンズタウン
３月28日 ミルフォードサウンド／バスツア
３月29日 Christchurch（２泊) クイーンズタウン 13：00⇒⇒NZ5042（エアNZ)⇒⇒14：05 クライストチャーチ
シャトルバスでHotelへ
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３ 旅の思い出
私たち一行は、３月24日、日本を出発し、まず、南島のクライストチャーチを目指した。クライスト
チャーチは、2011年２月のカンタベリ地方で起きたクライストチャーチ大地震で大きな被害を受けたと
ころである。31あったホテルは６か所を除いて倒壊、半倒壊、又は使用不可となった。市内の中心部は
大半がまだ、瓦礫の山であった（写真２）。メインストリートは、広い空き地となり、そこにガレージショッ
プが軒を並べていた。中心街のいたるところが工事中で、ところどころに、瓦礫を集めた塀が造られて
いた。倒壊したクライストチャーチ大聖堂（街のシンボルであった地元の玄武岩から作られたゴシック
様式大聖堂）の跡地に、坂茂建築設計デザインの紙の教会が建設された（市に寄贈、写真１）。その教会
と道路を挟んで正面に地震で亡くなられた方々の慰霊のモニュメントが造られた。また、いたるところ
に卵のモニュメントがあった。この街で、ガーデニングツアーに出かけた。国際花フェスティバルで世
界一になったお庭や有名なガーデニングを何箇所も巡った。市内を流れるエイボン川下りや歴史博物館
見学、ミルフォードサウンドでの海洋遊覧、カイコウらでのホエールウオッチングと南島ではもっぱら
観光をした。何処へ行っても観光目的の日本人の若者の姿が見られた。また、ワーキングホリディーに
来た日本人にも何人も出合った。現地の人々も日本人に親切であり、気さくに話をして仲良くなった。
４ ニュージーランドにおけるプレイセンターの発祥の歴史
プレイセンターは、1941年に全国初のプレイセンターがウェリントンに開設され、1948年に全国評議
会が設置された。発足の経緯は戦争で多くの男性が従軍し、婦女子が主たる労働者として生計を賄わな
３月30日 クライストチャーチ 07：00＝バス＝09：40 カイコウラ Whale Watching＆オッ
トセイ群生地散策
３月31日 Auckland（５泊) Christchurch 12：20⇒NZ526⇒13：40 オークランド Auckland シャトルバスで
ホテル
４月１日 ホビット庄とワイトモ洞窟（ツチボタル）観光
４月２日 9：30 Totaravale Playcentre視察
午後 小学校全校集会見学
４月３日 9：30 Birkenhead Playcentre視察
午後 プレイセンターショップ視察
４月４日 10：00 ホテル発
11：00～12：00 ドロシー・バトラーさん（クシュラの奇跡の著者）訪問
４月５日 機中泊 オークランド Auckland 09：50⇒NZ99⇒16：50 成田 18：40⇒JL3049⇒
20：25 新千歳
写真２ 地震の後写真１ 紙の教会（クライストチャーチ、坂茂)
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ければならなかった。が、子どもたちを保育してもらう機関がなかった。そこで、母親たちが協力して
子どもたちを一緒に保育を行ったことから始まった。従って、プレイセンターは70年以上の歴史を持
ち、全国に512箇所（2008年）のプレイセンターが設置されている。ここは、親、保護者参加による協
働運営組織であり、幼児教育の場を提供すると同時に、親同士の同意のもとに組織運営されており、親
同士の相互援助により運営される組合でもある。親子ともに学び遊ぶことを目的とし、子供の成長と同
時に親としての成長を促進する目的を持っている。
５ プレイセンター視察
１）Totaravale Play centre（写真３）
小規模で幼児中心のセンターであったが、運営し加奈さんがスパーバイザーをしていた。プレイセン
ターに入ると、学習用掲示物には、英語の文字とマオリの文字が併記され、実際の母親による絵本の読
み聞かせや数のドリルのときには、マオリ語と英語を並行して教えていた。かばんや洋服掛け、トイレ
なども同様な配慮がされていた（写真４、７）。
絵本の読み聞かせは、子どもたちに一斉に聞かせるとのではなく、興味を持っている子にしっかり応
えるというものであった。当日は、ニュージーランドの鳥、「キウイ」を扱った絵本の読み聞かせで、関
心を持った子どもが長時間母親に質問していたが丁寧に応えていた。
中間におやつタイムがあるがこれも強制ではなく、「おやつだよ」と声をかける程度であったが、子ど
もたち数人が屋内に入っていくのを見て、他の子も室内に入っていき、母親が手を洗ってという声かけ
て、トイレに行って手洗いをしてから持参した鞄からおやつを取りだして、用意してあったテーブルの
前において着席して食べだした。終了の時も自然に、おかたづけが始まり、こどもがおかたづけに参加
してくるというものであった。終了すると、その日の当番のお母さんたちと加奈さんを交えた反省会が
写真３ 写真４ マオリ語・英語併記されたトイレ
写真６ 質問に答える母親と子ども写真５ 読んでいた本
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始まった。待っている子どもたちの子守りを、その日参加していたお母さんたち数人が見ていてくれた。
自然な動きであった（写真８）。
２）小学校見学：(写真９、10）
この地区の小学校に午後見学に出かけた。
学校建物は、平屋であった。広い校庭があっていろいろな遊具が校庭の一角に据え付けられていた。
玄関は、オープンで壁には校内行事や教育目標、卒業生の集合写真が年度ごとに綺麗に整理されて掲示
してあった。すぐ向かいが図書室、その隣がスタッフルームとなっていてここも解放された空間であっ
た。職員に挨拶したのち、体育館で、全体行事があるというので体育館に向かった。体育館には、学校
の先生、校長先生、全学年の生徒たちが集まっていた。そこで、いろいろな名前がついた表彰式が延々
と行われていた。運動会で成績がよかった、こんなボランティアをした、誰かに親切にしたなどなど様々
なことで推薦されたり、自己申告したりして表彰されていた。思わず、笑みがこぼれた（写真11）。
教室では、個々のクラス担任が思い思いにカラフルに独創的に天井や壁面、棚、などを使用して楽し
写真12 グラウンドとつながる廊下写真11 体育館での表彰式
写真８ 母親の反省会写真７ 壁に貼られていたマオリのことば
写真10 校舎の一部写真９ 学校のプレート
― ―125
いレイアウトが工夫されていた。窓ガラス等に、いろいろな人生訓、例えば「一日一善」などがいたる
ところに貼られていた。壁には、子どもたちの絵や作品だけではなく、クラスの子どもたちの名前、誕
生日などを１人１人、綺麗にアレンジした紙に書かれて掲示してあった。日本の小学校のような画一の
形式にとらわれないクラス運営がなされているのだと認識した（写真13、14）。
このクラスで子どもたちはのびのびと勉強しているように見えた。表情が明るく活発であった。放課
後は、両親が、子どもたちを迎えに来ていた。この国の方針で、小学校では決して子どもを１人で帰宅
させない、両親に引き渡すか、学童保育（プレイグラウンド）に担任が引率していくかのどちらかであ
ると説明された。そのために、企業は、３時前後に休憩タイムを入れているのだということであった。
このような制度があることにまず驚いた。
又、学習を進めたり、友人と交流をスムーズにしたりするためには、多国からの流入による言語の問
題は深刻であり、ボートピープルなどの人々が暮らしていくためにシンボルサインやジェスチャーサイ
ンなどを盛んに用いた時があったが、今は、過去の遺産をうまく活用しながら、徐々に英語の学習を進
めていくシステムがとられていた。また、流入してくる子どもたちがスムーズに学習が進むための取り
組みもなされていた。個別学習指導室があり、そこでは、各自の進度、理解の状態に応じた課題プログ
ラムが用意されていた。同様に、マオリの文化を取り入れたモニュメントが壁に貼られは個別指導室も
あった。
私たちは、この国の初等教育学校に一か所見学に訪れただけであったが、いろいろな情報を受け取り、
教育の在り方について示唆を得たし考えさせられもした。この国では、子どもたちが自発的に学べるよ
うに、個々人が教育をしっかり受けるという権利が守れるような配慮が随所になされているように思え
た。いたずらに競争心をあおるのではなく、共生すること、相手を思いやりつつ自分の目標を持って生
きることの大切さを教えようとしているように見えた。
写真14 窓に貼られていた名言写真13 教室内のレイアウト
写真15、16 特別指導室：移民の子どもたちのための指導室、マオリ族の飾りつけもあった
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３）Birkenhead Play centre（写真17）
バーケンヘッドは、オークランドのノースシュアにあり、加奈さんの住んでいる地域にある。ノース
シュアには24のプレイセンターがあり、協会を組織している。その協会が全部集まって、NZ連盟を構
成している。加奈さんは、協会の役員と連盟の理事である。ここは中規模のプレイセンターで、幼児か
ら就学直前の子どもまで年齢幅があった。広い庭、ままごと用の大きなウッディハウス、砂場と木製の
デッキなど大胆に遊べる空間が広がっていた（写真18、19-22）。
朝、母子で来所するとまず、子どもたちはてんでに遊び始めた。母親たちはそれぞれの持ち場にさっ
と分かれて、砂場の清掃、外遊びの遊具を出す、屋内の遊具の点検、おやつの準備などを開始した。そ
の間にも、子どもたちの遊びはどんどん発展していく。屋外での自由遊び、木登りしたり、三輪車に乗っ
たり、砂場で泥んこ遊びをしたり、水かけっこをしたり、体中をペインティングでべたべたにして追い
かけごっこをしたりしていた。子どもたちが興奮で顔を赤くしていた。子どもたちの満面の笑み、くしゃ
くしゃになった顔、顔、大きな歓声、それを笑顔で見守る母親たち、一緒に泥んこになって遊ぶ母親た
ち、私の中に熱いものがこみ上げた。これこそ保育の原点、と思った。
屋外の子どもたちの自由遊びの傍らで、マオリの方が、ハラケケと呼ばれる葉っぱで飾り物を編んで
写真18 屋外の遊び写真17 プレート
写真19、20、21、22 屋外の自由遊び
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いた。子どもたちや母親がそばで、一緒に編んでいたので、私たちも教えられて編んでみたが、なかな
かうまくできなかった。
本日担当のお母さんが、用意した人形芝居（赤ずきんちゃん）の一場面である。臨場感のある面白い
人形であった。
屋内では、おやつ作りが行われていた。遠来の日本の客のために、生手巻きがつくられた。子どもた
ちが参加したので、形はさまざまであった。皆で
美味しくいただいた。
室内では、ままごと遊び、積み木、パズルなど
も遊ばれていた（写真25-28）。
写真25 子どもたちと生手巻作業
写真26 完成品
写真27 屋内の様子 写真28 壁に貼られたマオリの数字
写真23、24 母親による人形芝居「赤ずきんちゃん」の一幕
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４）プレイセンターショップ
プレイセンターショップは、プレイセンターの経営の一助として設立され、全国にプレイセンター
ショップがある。そこでは、プレイセンターで使う遊具や本、資料など色んなものが揃っている。私た
ちは、たまたま、バザーの最終日の閉店間際に、ショップを訪れ、無理を云って見学させていただいた。
工作用のカラフルな道具や絵本などが並んでいた（写真29）。
６ Mrs.B.ドロシーさんとの会談
オークランド郊外にあるドロシーさん宅に私たち一行は加奈さんの案内で訪れた。「クシュラの奇跡」
に掲載されていたご自宅の写真と同じたたずまいのお家であった。そこで、娘さんが出迎えてくださっ
た。娘さんは60代で美しく年を取られた方であった。ドロシーさんは、この宅に、おひとりで暮しだ
が、97歳で非常に高齢でありヘルパーさんがお食事などのお世話をされているということであった。
娘さんはこのお母さんのお世話のために、毎日お越しになっているということであった。この日は、
私たち一行を迎えるためにいろいろな準備をしてくださっていた。
私たちは、B.バトラーさんと様々な話をした。彼女は、高齢にもかかわらず、記憶が鮮明でありしっ
かりとした口調で話してくださった。その中でも、プレイセンターの創設の頃にご夫妻が関わられてい
た話は、とても驚きであり有意義でもあった。また、40歳過ぎに大学で心理学を学び、children’s Book-
shop（写真30）を開かれたことを加奈さんから伺っていたので、ドロシーさんの本屋さんを訪ねたこと
をお話しすると大層喜ばれた。
このお宅の中に、クシュラのミュージアムがあると伺い、拝見させていただいた。クシュラが描いた
たくさんの絵や人形、絵本などが陳列された楽しい空間であった（写真32）。また、クシュラの近況であ
るが、クシュラは、現在、体の不自由は若干あるがことばを獲得し、身辺のことは不自由なくこなせる
写真29 プレイセンターショップ
写真30 B.ドロシーさんの本屋 写真31 B.バトラー邸
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ようになった。今、シェア・ハウスで、園芸や軽作業に従事しながら、楽しい日々を過ごしているとク
シュラの伯母が話してくださった。
お別れの前に、私たちは持参したお土産の絵本と万華鏡を差し上げた。万華鏡は、手に取ってのぞい
て大層喜ばれ声をあげて笑われた。また、持参した「だるまさんがころんだ」の絵本を、読んでさしあ
げたところ、娘さんともども笑い転げて楽しいひと時を過ごした（写真33 万華鏡をのぞいて喜ぶB.ド
ロシーさん）。
注）ここで、絵本作家として有名なB.ドロシーさんについて、簡単に紹介する。
「クシュラの奇跡」とは
ニュージーランド在住の絵本作家、ドロシー・バトラーは、多くの絵本を書いているが、その中でも
最も有名な本が「クシュラの奇跡」である。この本は、複雑な重い障害をもって生まれたクシュラとい
う女の子の〝生"のたたかいの記録であり、その成長にかかわった数多くの絵本の物語である。クシュ
ラはバトラーさんの孫で、重い先天性の障害を持って生まれてきた。クシュラには、生後まもなく次々
と異常が発見された。絶望的な日々の中で、なおも両親は懸命に治療法を模索し、かすかな希望の光を
見出した。昼も夜も眠れずにむずかる赤ちゃんとの長い時間を埋めるため、母親がはじめた絵本の読み
聞かせに生後四か月のクシュラが強い関心を示した。母であるパトリシアは、生後４か月から３歳まで、
140冊に及ぶ絵本を繰り返し読み聞かせ、知能とことばの発達に奇跡を起こした。
一人では見ることも物を持つこともできず、外界から隔絶されていたクシュラにとって、この時以来、
本はクシュラと外界とをつなぐ輪となった。本によって豊かな言葉を知り、広い世界に入ったクシュラ
は、三歳になったころ、健常児をはるかにしのぐ得意の分野をもつに至った。本がクシュラの知能と言
葉の発達に及ぼした影響にははかり知れないものがあるが、それ以上に重要なのは、本がクシュラに友
だちを運んできたことである。たえまのない苦痛と不安にさいなまれていたクシュラの心の友となった
本のなかの住人たちと共に、いまクシュラは、すばらしく前向きに人生を歩んでいる。思慮深く勇気あ
る人々と、その深い愛に応えた幼い子どもの感動の記録である。
祖母である、B.バトラーは、その足跡をまとめ出版した。「クシュラの奇跡」は
イギリスで発行され、大きな反響を呼んだ。この本が、1992年にイギリスで始まっ
たブックスタート運動のきっかけとなった。彼女の絵本や児童書は、日本でも数
多く翻訳されている。また、彼女は、日本にも数回、来日し講演活動を行って、
大きな共感を呼び起こした（以上、「クシュラの奇跡」巻末より引用）。
今回のNZ視察では、ブックスタートの産みの親、B.バトラーさんにお目に掛
かることができた。これも。NZプレイセンター連盟のお骨折りが実り実現したも
のであった。
写真34
写真33写真32 クシュラミュージアムルーム
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結び
ニュージーランドは、移民の国である。人口約五百万人、広大な領土に牧羊や酪農、野菜などを生産
する農業国であり、日本には大量のかぼちゃ、羊肉などの肉類、酪農製品を輸出している。そんなとこ
ろからも、北海道が本州からの移民で構成されていることや、主たる産業、北海道の風景などにもよく
似ており、とても身近なものを感じた。
この国に延べ10日間滞在し、様々な文化に触れ、人々と交流した。旅の終わりに予定されていた視察
見学は、オークランドの小・中規模のプレイセンター２か所、小学校１か所にすぎなかったが、非常に
有意義であった。
Mrs.B.ドロシーさん宅の訪問は、得難い面談であった。97歳という高齢のドロシーさんは矍鑠とし
ており、記憶も鮮明でご主人やご本人がオークランドのプレイセンター創設に関わった経緯などがうか
がえたことは貴重であった。
旅の始まりに訪れたクライストチャーチでは、2011年２月の大地震の爪痕がそこかしこに残っていた
が、国の人々は明るくしっかりと生きていた。この街には、ガーデニングが盛んで、花が咲き乱れ美し
い個人のお庭がたくさんあった。気さくに見せてくださる方もいた。この街を散策し、人々に触れこの
街が、人が、国が好きになった。
その思いは、クイーンズランドでもカイコウラでも同じであった。すっかり、この国の文化や人々に
魅せられた旅の終わりに、プレイセンターを見学できたことに私は意味を見いだしている。
カナダではネイテブアメリカンと共生しているように、原住人マオリ族とヨーロッパやアジアからの
移民の人々が共生している姿をいたるところで垣間見た。カイコウラでクジラの見学をしたときに、刺
青だらけのマオリ人の船長の船に乗った。でも、すんなり溶け込んで違和感がなかった。オークランド
で、マオリの人々とヨーロッパの移民の方達との融合の歴史が示されていた博物館を見学したときにも、
こんな国なのだと胸に落ちた。プレイセンターで、マオリの方が、マオリの伝統的な編み方を私たちに
教えてくださった。何の違和感もなく私たちは楽しい時間を過ごせた。共生するということ、お互いを
思いやる、でも自分は自分で生きる力をつけるというこの国のポリシーが何となく理解できたような気
がしている。
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